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山田町は震災前、殻付きカキ (牡

嬌)の生産量日本一を誇つていたカ

キの産地。その中心である大沢地

区で1よ 、養殖 t′ かヽだ約 1600台のう

ち約130()台が流さrlて しまいまし

「姜殖いかだも船も家も失つた

漁業者も多い。それでも、全匡:'に

評価の高い殻付きカキを絶やして

はぃけなしヽ、としヽう意し

"｀

ら、気力

を 3ヽ り絞り、復興に向けて動き出
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壮姫 ホタテ養殖組合の住々木功吉組

合長 (左 )と鈴木昌幸さん

霙
襲F馨賃露灘ぷ島ま

ガ
螺冤皇鷺

牡蠣が収穫できました

●内  容/1日 1万円

(復興支援■ホタテ20枚 )

※牡蠣の坂霞|`再 ■年|=なるため、養殖

・F設が復
=し

たテ革秋曖にホタテを送付

参受付関数 /限攣 00日

機申  込 仁所 氏名 電話番号 口数を

記載したき■をFAXでき付 ,

その後、組合からl・ .込 先などをお知らせし

ま 41‐

OFAX番 尋
=/0193‐

82-3053

0開 ti■● t i30‐ 3ヽ0'9610

(漁協・‐‐当者 組サ:i)

◎備  考/串込者 |ま追加料金で収穫体

験「■食が可能です

機内  容 /1日 1万円

“

富興警 十早採り生ワカメ2筵 )

※生ワカメの収穫は来年早春の予定

0受付醸数′/限定200国

鬱申  込 /住所 氏名 電話番号 口 _|を

記載したものをFAXで送付.そ (D後、相合

から振込先などをお知らI「します

⑬FAX番号//0193826449
醸問い合わせ /090‐7668‐9959

(組合長 Ⅲ白答 )

一
〓

●

・ヽ

■
，

■

■
・■
・
■

一
一一・・・・・・・́́ヽ
一一

■

鶴
許
・

菫 せ ■ヽ 1

一囃

警
一

Ⅲ 総 ‐
'  |.

，
，，
」

一二
一一一」碁・・一〓

・
・・一
・・，

　

一
・・
一

一　一一
一一一　．〓一一　．．↓

一一
一

一
一

・
¨一一

一
一

一一一一一機一一一一　一

一桑

寒
捩
鰹
鷲
■

亀
蔦

■

一

Lノたんです」と話すのは、大沢地区

の牡蠣 ホタテ養殖組合の組合長

佐々本功吉さんです。

震災後、仁々木組合長も含めた

組合員 1よ 、がれきの撤去やいた‐t

につるす□―プの補修など復兵 こ

■ |サ たさまざまな作業1[追デつ「「て

います。幸い残つていたし` t‐ ■こ

□―プを3き上げると、大t「〕手

付きカキが残つていたので、
=|[≡

は、それらを出荷するため
'手

ごき

作業が行われていましたし

「これが残つていたた
｀
ら、

=ス
|こ

向けた種付けtできそ:三 三二 |こ

は、また質の良い誌 Í詈=二
[‐でき

ると信じています_=

目標 |よ 、80'、■|三含 Fミて1000

台の養殖し)た
｀
だそ設重すること。現

在それに向けて、いかだを固定する

コンクリートラニしケの設置が進め

られています。

一方、同じ大
'F地

=の
わかめ養

殖組合でも支援金を募集してし`ま

す。ヮカメの養殖漁業者■現在、復

興に向けて種付けr=美など―[「そ

上しています。こちらま来年春に

よ、風味の良いワカメが収穫できそ

うです。
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大沢地区のわかめ養殖組合の皆さん
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